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構造材料
ｐ２０

木造４０％

在来構法（軸組み架構）とパネル構法がある。

枠組壁工法（ツーバイフォー工法）：北米大陸で一般的に行なわれている木造建築の工法である。最も多く使用する材木の寸法が厚さ２インチ幅４インチである。

鉄骨造（S造）２５％

鉄筋コンクリート造（RC造）２０％

床面積40～50㎡に対して、ほぼ一本程度の柱が必要→スパンは6～7ｍ前後が経済的

柱の径はスパンの1/10程度
梁成はスパンの1/10～1/8程度

鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC造）１０％

構造形式

ラーメン

柱・梁などの部材が剛に接合されている最も単純で基本的な構造形式で、多層の水平な床を持つような建築に最適である。


長所：材料の無駄が少ない。施工が容易。平面を制約することが少ない。


短所：スパンの長さに限界がある→柱のない大空間をつくるのには向いていない

トラス

各部材の応力は軸力だけなので、断面寸法が小さくなり、自重の軽い構造になる。体育館や工場などのように広いスペースが必要な建物に使われることが多い。

壁構造

壁と床スラブが一体となり柱や梁のない構造形式で、壁量の多い集合住宅などに良く用いられる。


長所：柱型や梁型がないため、和室にも支障がなく内部空間を効率よく利用することができる。


短所：高さに制限がある。（日本では５階建て、高さは14.5mまで）

平板構造

スパンを拡げるために、床スラブの板厚に変化を持たせて自重を軽くしながら剛性を確保する構造形式。

折板構造

数枚を○○状やピラミッド状にして架構に剛性を持たせた構造形式。

シェル構造

薄い板の曲面で空間を支える構造。折板構造と共に、主として体育館など大スパンの空間に用いられる。

吊構造

ワイヤーロープやケーブルによって構造物の主要部分を吊り下げて架構を構成する構造形式で、吊床構造と吊屋根構造がある。

美しさと形態
ｐ３０

黄金比
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（例）パルテノン神殿のファサード

ル・コルビジェは黄金比を取り入れたモデュロールを使うことによって、この矩形を積極的に用いた。

法規と形態
ｐ４０

斜線制限：前面道路の幅員などに応じて、建物の高さを制限するための規定。

日影規制：日照を確保するため、隣地に落とす日影時間の長さによって高さを制限する規定。

形態知覚の特性
ｐ４４

「図と地」ゲシュタルト心理学

錯視現象

屋根や鳥居の反りは、水平線のたるみを感じさせない効果がある。

透視的効果

サンピエトロ寺院の広場：建物の配置が先すぼまり、広場が楕円形→奥行が強調される

色彩の知覚

色相（赤や青などの色の種類）
明度（明るさの程度）
彩度（色の鮮やかさ）

色彩の面積効果：同じ色でも面積が大きくなると、明度や彩度が高くなって見える。

ブラックホール現象：トンネルに入った瞬間は内部が暗くて見えない→入口付近は照度を高くする。

寸法と規模の計画

階段・斜路
ｐ１００

蹴上げR　踏み面T　歩幅K=600～630㎜　T+2R=Kが成立すると良い。

空間の機能
ｐ１２４

ミース・ファン・デル・ローエ「ユニバーサル・スペース（無限定空間）」

未来の機能は今ははっきりと予測できないのであるから、建物は来たるべき何世代かに渡って考えられるあらゆる機能を収容し迎え入れることができるように、融通性を持って設計されなければならない。

快適性

人類が居住できる地域「エクメーネ」無居住地域「アネクメーネ」

生理的な快適性を与える条件

1 気温・湿度・気流・輻射熱　②騒音・振動　③照度

ヒートアイランド現象

都市部の地表面の熱収支が、道路舗装や建築物などの増加や冷暖房などの人工排熱の増加により変化し、都心部の気温が郊外に比べて高くなる現象のこと。

	建築基準法に定められた開口比（有効開口面積/室面積）の最低基準

	建築物の種類
	対象となる部屋
	開口比

	幼稚園・学校
	教室
	1/5

	保育所
	保育室
	1/5

	住宅
	居室
	1/7

	病院・診療所
	病室
	1/7

	寄宿舎
	宿室
	1/7

	
	上記以外の室
	1/10


耐久性　ｐ１４１

「長子の15は貧乏の峠、末子の15は栄華の峠」

(a)物理的耐用年数　(b)機能的耐用年数　(ｃ)経済的耐用年数　(d)社会的耐用年数　(e)法定耐用年数

(f)家賃（賃貸料）算定のための耐用年数

コンセプトをつくる
ｐ１７７

ル・コルビジェ「ドミノ・システム」

６本の柱が床スラブを支え、階段が各フロアを繋いだスケッチで表現されている。建物の荷重を壁に支持させることをやめ、柱で支えることで、様々な制約を取り払ったところに意義がある。

ライト「有機的建築」

合理的で無駄が無く、空間全体がそれぞれ機能的で、価格も施主の意志に沿ったもの、ただし建築は美しくなくてはいけない、という考え方である。「機能と形態は一つである。ただし美こそが第一原理である。」 という言葉が最も明確な定義かもしれない。だから「幾何学的に有機的」とは、高価な材料でも、安価な材料でも、同じデザインの建物が建設できるということでもある。

ミース「スキンとボーン」

カーン「光と構造」

　ルイス・カーンは近代の幕開け時代の建築家たちと同じように、古代世界の廃墟を研究し、それらから再出発することによって独自の建築を創りあげた。カーン後期のスタイルの特徴をはっきりと見てとることのできる建築作品は、1966年から1968年にかけて設計されたフィリップ・エクセター・アカデミー図書館である。カーンはしばしば、ギリシアの柱に関して光という観点から語り、柱はその周辺が内部へと差し込む光のためのフィルターとなると考えていた。「ギリシアの建築は、私に構造体と光との関係、すなわち柱とは光のないところであり、その間の空間は光のあるところであると教えた。そして光のあるところ、ないところ、あるところ、・・・・と連なっていく。柱と柱の間には光が包み込まれているのである。壁がわかたれて柱が顕れ出たときに、光と陰の繰り返しのリズムが生まれた。」と語ったカーンは、エクセター図書館を設計するにあたって、古代建築の形態を引用し、再構築しているように思われる。

　この図書館は、先へ行くに従って細くなっていくレンガの壁とアーチの構造体の中に、木製のキャレルを組み込むというカーンのコンセプトによって豊かなものに仕上がっているが、この構成を考えるにあたって、カーンはギリシア神殿のオーダーを念頭においていたのではないだろうか。ヴィニョーラの「建築の5つのオーダー」によれば、全てのオーダーには円柱の高さに対して、柱台は3分の1、上部の装飾は4分の1という比例が成り立っている、とあるが、エクセター図書館のレンガの柱もそれと同じ比例で分割されて見えるよう手が施されている。 また柱と柱の間に組み込まれた閲覧用の木製のキャレルにはそれぞれに窓がつけられているが、これは「柱の間に光が包み込まれている」というギリシア神殿のオーダーからヒントを得ていると考えられる。カーンが読書の本能的な態度について考えたこと、つまり「本を手にした人は光の方へ行く。図書館はそのように始まるのだ。」というコンセプトは、柱の間に組み込まれたキャレルという具体的な形態として表れた。

　このような、古代建築の廃墟から得たエッセンスあるいは断片を現代の建築に異化させるという手法は、ソーク生物学研究所以降のカーンのほとんどの建築に、何らかの形で見てとることができる。そしてこれらの作品群は、伝統的な都市の建築物を再び評価する気運を高めることにつながった。カーンの建築は、事実上インターナショナルスタイルの終焉を告げ、モダニズムの新たな地平を切り開いたと言えるだろう。
ル・コルビジェの五原則

①ピロティ　②屋上庭園　③自由な平面プラン　④横長の窓　⑤ファサード形成の自由

詳細設計

出入口の設計
ｐ２０６

	戸の種類

	種類
	長所
	短所
	使用場所

	引き戸
	引き違い
	開閉にスペースを取らない

扉の取り外しが簡単

幅広く開口する事ができる


	気密性や雨仕舞いに劣る

施錠がきちんとしにくい

引き違い戸は半分しか開かない
	和室、教室、住宅の玄関

	
	片引き
	
	
	和室、教室

	
	引き分け
	
	
	倉庫、体育館、玄関

	開き戸
	両開き
	大型家具の出し入れに適す
	開閉にスペースを取る
	倉庫、集会所

	
	片開き
	気密性や雨仕舞いが良い

内開きは鍵の安全性やプライバシーが保護される
	スペースを取る
	一般の室、便所、浴室

	
	親子
	
	
	玄関、事務所

	
	自由
	人の出入りの多い出入口に適す
	開閉にスペースを取る
	事務所、庁舎、店舗の玄関

	
	回転
	風が入りにくいので空調した室に適す
	多人数が同時に出られないので、非常口には用いられない
	銀行、ホテルなどの玄関


１）廊下に対して室内側に内開きとすることが原則であるが、劇場の客席や集会所では法規上、避難のために外開きにしなくてはならない。外開きにする場合には廊下幅を広く取る。（最低160ｃｍ）

２）浴室や外部への出入口などの水や雨のかかるところは、水仕舞いの点から水のかかる方に開くのが良い。浴室では内開き、玄関では外開き。

４）扉は開いたときに邪魔にならないように、壁に近いほうを釣元にする。壁から5～10㎝離す。

５）細めに開いたときに室内の見え方により、どちら側を釣元とするかを決定する。寝室など。

窓の設計

引き違い / 上げ下げ / すべり出し / 内倒し / 回転 / 外開き / 嵌め殺し など

窓の腰の高さ（窓台の高さ）：洋室70㎝＋αで、普通は80cm内外　和室40cm内外　水回り120cm
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学級運営の方式

a.総合教室型

体育などを除き、全ての学習や生活をクラスルームとその回りで行なう方式。小学校低学年に最適な方式。クラスルームの周りの面積に余裕を持たせ、ロッカーなどを配置する。

b.特別教室型

各クラスが専用のクラスルームを持ち、普通教科はクラスルームで行い、特別の施設・設備を必要とする特別教科は特別教室または教科教室で行なう方式である。

長所：クラスの場所が常に確保されているので、児童・生徒が落ち着く。

短所：特別教室が増えると、教室の利用率が低下する。

c.教科教室型

全教科の専用教室を持ち、生徒が時間ごとに各教科の教室に移動して授業を受ける方式。


長所：教室の利用率が高い。教室数が特別教室型よりも少なくて済む。


短所：専用のクラスルームがない。移動が多くなる。

d.プラトゥーン型

全クラスの半分の普通教室と、それと同数の特別教室を設け、全クラスがこの二つの教室群に分かれて学習を行い、ある時間帯で入れ替わる方式。


長所：限られた面積条件のもとで十分な数の特別教室を設けることができる。

教科教室型に比べ、移動が少ない。


短所：時間割編成が難しい。bとcの両者の長所が薄れてしまう。

校地の規模

小学校：200～240㎡/クラス
中学校：240～300㎡/クラス

平面計画

	ユニットプランのタイプ

	
	概説
	長所
	短所

	片廊下型
	
	・通風と日照が得やすい
	・廊下の面積が多くなる

・教室と廊下の間に窓を設けると廊下の騒音を遮断できない。

	中廊下型
	
	・通路部分の面積が少なくて済む。


	・向かい合う教室間の音や視線

・廊下が暗く、室内の空気環境も悪くなりやすい

・北側の教室が環境悪い

	バッテリー型

クラスター型
	二つの教室が対になって一つのユニットを形成するもの
	・南北両面採光による照度の均一化

・廊下面積の削減
	

	オープンスペース
	ワークスペースやオープンスペースを中心にユニットが構成させる。移動可能な間仕切りで仕切られている。
	・フレキシブルな空間利用が可能


	


劇場の形式

オープンステージ
客席と舞台が仕切られることなく、客席と舞台が々空間の中にある劇場の形式を言う。

プロセニアムステージ 

今日の劇場・ホールで一般的に見られる、舞台と客席との間に額縁状の枠を持った形式で、緞帳などの幕を用いる。

建物高さと道路幅員あるいは広場の幅の関係性

「広場の造形」カミロ・ジッテ著

歴史的都市の広場と建物の関連を分析し、芸術的原理にもとづいた建物の高さと広場の幅の比率に関する見地を考察している。

「続・街並みの美学」芦原義信著

街路景観における建物高さ（Ｈ）、道路幅員（Ｄ）と建物の正面幅（Ｗ）の関係をＤ／Ｈ、Ｗ／Ｄという指標を提案し、景観の特徴を明瞭に表現している。
住宅の形式

· コートハウス：中庭型住宅のことで、都市型低層住宅の形式の1つ

· テラスハウス：各戸に専用の庭を持つ低層連続集合住宅

· タウンハウス：各戸に専用の庭を持ち、かつ共用の庭を取り囲む形式の低層連続集合住宅

· コーポラクティブハウス：協同組合運営方式の集合住宅

· ハーフウェイハウス：リハビリ施設で日常生活への復帰の訓練をする

· コレクティブハウス：共同居住型集合住宅で家事作業を共同しあう

· モビリティーハウス：車いす生活者が生活できる住宅（廊下幅・段差解消など）

アジャスタブルハウス：車いす使用者の個々の障害に対応するため、可変間仕切りや上下可動の衛生設備を備えた住宅

よく出題される10人の建築家と代表建築

	建築家 
	代表建築 

	アントニオ・ガウディ 
	カサ・ミラ　サクラダ・ファミリア 

	フランク・ロイド・ライト 
	落水荘　グッゲンハイム美術館 

	ミース・ファン・デル・ローエ 
	イリノイ工科大学建築科校舎 

	ル・コルビジェ 
	ユニテ・ダビタシオン　国立西洋美術館 

	マルセル・ブロイヤー 
	パリのユネスコ本部 

	S.O.M 
	レヴァハウス（NY） 

	エーロ・サーリネン 
	ダレス国際空港（吊り屋根） 

	ミノル・ヤマサキ 
	ワールドトレードセンター 

	ヨルン・ウォッツン 
	シドニーのオペラハウス（球面シェル） 

	丹下　健三 
	東京カテドラル聖マリア大聖堂（HPシェル） 


独立住宅

	住宅名
	設計者
	特徴

	塔の家
	東　孝光
	小面積で不整形な敷地条件に対し、住空間を機能別に積層して構成した都市住宅

	スカイハウス
	菊竹　清訓
	4枚の壁柱に支えられた均質な空間に、取り替えの可能な設備などの装置化された「ムーブネット」を取り付けた計画

メタボリズム理論：変化に対応できる建物を提唱

	から傘の家
	篠原　一男
	正方形をLDK、寝室、浴室などに3分割している。方形屋根が特徴

	ファンズワース邸
	ミース・ファン・デル・ローエ
	鉄骨のフレームと大きなガラス壁、中央の設備コア以外ほとんど間仕切りのないユニバーサルスペースを持つ。サンデッキがある。

	ガラスの家
	フィリップ・ジョンソン
	暖炉とサニタリーユニットがれんがの円形コアとなっている以外、ほとんど間仕切りのないユニバーサルスペースを持つ

	ドミノ型住宅
	ル・コルビジェ
	骨組みを、柱と床と階段によって構成する構造形式で平面計画の自由度が高い

	落水荘

（カウフマン邸）
	フランク・ロイド・ライト
	有機的建築

	サヴォア邸
	ル・コルビジェ
	近代建築5原則：ピロティ・屋上庭園・自由な平面・水平連続窓・自由なファザードを実現したもの

	立体最小限住宅
	池辺　陽
	合理的生活主義を提唱した

	軽井沢の家
	吉村　順三
	RC造の1階の上に大きく張り出した木造の2階（一部屋根裏部屋）を置いた構成。屋根は軽快な片流れ。

暖炉のある広い居間を中心としている。

	夫婦屋根の家
	山下　和正
	画家とピアニスト夫婦のため、1階を単純な生活空間、2階はアトリエとピアノ室を設けたCB造の住宅。トップライト付きの大小の寄せ棟屋根が特徴。

	中野本町の家及びシルバーハット
	伊東　豊雄
	


集合住宅

	レイクショアドライブ・アパートメント 
	ミース・ファン・デル・ローエ 
	26階建てのツインビル。建物4面とも床までの大きなガラスで覆われている。アメリカ・シカゴ 

	ユニテ・ダビタシオン 
	ル・コルビジェ 
	標準住戸はメゾネット。多彩な共同施設を持つ。フランス・マルセイユ
ユニテ・ダビタシオン=居住単位 

	カサ・ミラ 
	アントニオ・ガウディ 
	曲面・曲線を多用した不規則な平面・立面を持つアールヌーボー式の集合住宅。スペイン・バルセロナ 

	ハーレン・ジードルンク 
	アトリエ5 
	緑の森に囲まれた傾斜地に立つ低層（3階）連続住宅（テラスハウス）スイス・ベルン 

	ハビタ67 
	モッシュ・サフディ 
	モントリオール万博のテーマ館。高層集合住宅。コンクリートボックスが特徴。カナダ・モントリオール 

	ロメオとジュリエット 
	H．シャロウン 
	2棟からなる高層集合住宅 

	トーレ・ヴェラスカ
	E.ロジャース
	高層集合住宅。上層部が四方に突き出た城郭風。下部はオフィスで、25階はメゾネット。イタリア・ミラノ

	同潤会アパート 
	鉄筋コンクリート造。関東大震災を機に建てられた。共同施設を持つ 

	広島市基町団地 
	原爆による戦災者用の高層高密度団地。 

	東京都営高輪アパート 
	第二次世界大戦後初の本格的なRC造の住宅 

	晴海高層住宅 
	3層を1単位としたスキップフロア型の集合住宅 

	茨城県営水戸六番地団地 
	壁式鉄筋コンクリート造の低層集合住宅。1階は専用庭、2・3階は専用テラスを持つ。住戸内は半階スキップ。瓦屋根。 

	プロムナード多摩中央 
	低層連続住宅。街路に面して開かれたαルームを持つ 

	ベルコリーヌ南大沢 
	多摩ニュータウンの丘陵に立つ大型住宅団地。マスターアーキテクト方式による一体感のある景観。

	NEXT21 
	近未来型実験住宅。環境共生住宅。

	代官山ヒルサイドテラス 
	中層集合住宅。25年にわたって街並みの形が続けられた。槇文彦による設計。街路との関わりを意識した複合住居施設。 


その他の建物

	フォード財団本部
	K.ローチ設計

	キンベル美術館
	L.カーン設計

	エール大学学生宿舎
	P.ルドルフ設計


ニュータウン事例

	レッチワース 
	E．ハワードによる田園都市の具現化 

	ハーロウニュータウン 
	近隣住区方式で計画された。大ロンドン計画によるロンドン衛星都市の1つ 

	カンパーノールドニュータウン 
	近隣住区でないワンセンター方式のニュータウン 

	テームズミード 
	5階建てメゾネット型住棟を基本に、高齢者用フラット、工業化住宅の導入など、意欲的な都市型住宅団地とした。GLCの設計。
イギリスのニュータウンでは、計画当初から各世代にわたる入居者に必要な住環境を確保することを目標としている。その例として、ここでは、全住宅の一部を高齢者用住宅（フラット）としている 

	タピオラ（フィンランド） 
	美しい森林地帯に合った優れたデザイン。 

	ファルスタおよびベリングビイ（スウェーデン） 
	都市間の交通手段を確保したベッドタウン 

	ツールーズ・ル・ミレーユ
（フランス） 
	基本理念として都市のモビリティ=可動性を揚げ、成長発展する街を目材している 

	高根台団地 
	低層のテラスハウス、中層のポイントハウス（塔状住宅）、フラット（板状住宅）を機能的、視覚的にグルーピングして配置している 

	千里ニュータウン 
	近隣住区理論で作られた日本で最初にニュータウン 

	高蔵寺ニュータウン 
	近隣住区でないニュータウン。ニュータウンセンターは単一センターとし、サブセンターはない。ペデストリアンデッキが特徴。住宅地幹線道路は主幹線道路からフォーク状に分岐している。日本住宅公団によって開発された最初の大規模ニュータウン 


都市理論研究者と主な提案

	1
	エベネザー・ハワード
	田園都市計画 「明日の田園都市」

	2
	C．A．ペリー 
	近隣住区理論 

	3
	ル・コルビジェ 
	パリ市300万人の現代都市、ユルバニスム（明日への都市）、輝ける都市 

	4
	トニー・ガルニエ 
	工業都市計画 

	5
	ケヴィン．リンチ 
	都市のイメージ 

	6
	ルイス．マンフォード 
	都市の文化 

	7
	クリストファー・アレグザンダー 
	パターンランゲージ、コミュニティーとプライバシー 

	8
	オースマン 
	パリの改造計画 

	9
	K．ブキャナン 
	都市交通に関する研究 

	10
	R．ハルプリン 
	ニコレットモールの設計 

	11
	ドクシャディス 
	メガロポリス・エキュメノポリス 

	12
	パトリック・ゲデス 
	進化する都市 

	13
	オットー・ワグナー
	ゼツェッション運動


おまけ

「かくれた次元」エドワード.ホール著

「建築の多様性と対立性」ロバート・ヴェンチューリ著

「緑の都市」「明日の都市（ユルバニズム）」「輝ける都市」等、

　　　 住居を重視した都市計画体系を提唱。

1）エベネザー・ハワード → 「明日の田園都市」の構想の提案。 

都市と田園の利害得失を比較し、両者の良さを兼ね備えた居住地を作り出そうとする構想のダイアグラムを表したもの。（イギリスのニュータウン（レッチワース、ウエルウィン）に反映された。）

田園都市における５つの理想 

　　　　
１．都市と農村の結合
２．土地の公有
３．人口規模の制限

　　　
４．自立制の確保

５．開発利益の社会還元

2）C.Ａ.ペリー → 近隣住区を構成単位とする住区計画の提唱 （小学校校区を標準単位）

　　　１．小学校区程度の規模。 

　　　２．通過交通の多い幹線道路を境界とする。

　　　３．独立住宅の場合１０％を公園・グラウンド等のレクリエーション用地にあてる。

　　　４．中心部に小学校・教会・図書館・コミュニティービルディング等を配置。

　　　５．住区の周辺部交差点近くに商店を配置

　　　６．街路は通過交通を排除するために格子型をやめて、グループ化・袋小路化(クルドサック)する。


3）ル・コルビジェ 　→ パリ市３００万人の現代都市。

都市の中心部、外周部、外縁部からなる田園都市の3地区で構成される矩形市街地を表したもの。
住居を重視した都市計画体系を提唱
4）トニー．ガルニエ　→ 「工業都市」の都市機能の分離構想。 

　　　計画人口： 35000人

　　（市街地、工場地帯、ヘルスセンター等を緑地帯により分離し、 それぞれの拡張を可能とした計画。）

5）ケヴィン・リンチ　　→ 「都市のイメージ」
　　　・都市の５要素

　　　　
１．パス

２．ディストリクト

３．ノード

　　　
４．ランドマーク
５．エッジ  

6）ルイス・マンフォード　→ 「都市の文化」　語呂「都市の文化はマンホール」

7）クリストファー・アレグザンダー　→　パターンランゲージ

8）オースマン　→ パリの大改造計画（大通り・広場の整備）を実施。

9）ローレンス・ハルプリン→ ストリートファニチャーを総合的に計画したニコレットモールの設計者。

10）C.Ａ.ドクシャデス　→ 人間定住社会理論で、「エキュメノポリス」を提唱。


語呂「ミニスカポリスのドクシャデス。」

11）パトリック・ゲデス　→ 「進化する都市」

 語呂「進化しろっ！って言われても、まろ はクゲ（公家）デスから。」

　　　都市の人口、雇用、生活などを数量的に分析し、科学的な都市計画技術の必要性を説いた。

12）オットー・ワグナー　→　ゼツェッション運動

過去様式からの分離を唱えた

用語のまとめ

・ラドバーン方式　→ 住宅地において、人と車を平面的に分離する技法。 （アメリカのラドバーン市） 

· クルドサック　→終端に車の折り返し場所のある行き止まりの道路形態のこと。 

クルドサックーラドバーン

これはアメリカのニュージャージー州ラドバーン地区において住宅地の計画がなされたときに用いられた歩車分離の手法で、ラドバーンシステムとも言われる。ポイントは、クルドサックによって住宅地内を自動車が通り抜けできないようにしたということ。
· ボンエルフ　→

ボンネルフ道路：ボンネルフ（Woonerf）とはオランダ語で「生活の庭」の意。 ヨーロッパで開発された人間優先の道路で、 人と車が共存できる条件（歩車共存）を確保した区域を指す。例えば植え込みなどで道路に狭い部分を設けたり、ゆるやかなカーブをつくることで、車がスピードをおさえて安全に運転できる道路をいう。 

メゾネットのメリット／デメリット

縦割り型住居。上下２層に分かれた住宅を１戸の住戸として用いる。ヨーロッパタイプの集合住宅の方法で、それぞれに専用の内階段がある。立体的に居住空間を使う。

長所：専用庭や駐車場付きのものが多く、半一戸建て感覚で住める。
建築協定

住民が 全員の合意によって建築基準法の最低限の基準に上乗せで一 定の基準を定め互いに守りあっていくことを約束する制度
コーポラティブハウジング

住まい手が力を合わせて建物を作り出す方法で、イギリスを発祥の地と して200年の歴史がある。


長所：家族構成や好み合わせた間取りやデザインが可能 

　　　欠陥のない安全な住宅を入手できる 

　　　みんなで集まることにより広場や共同空間を豊かにできる 

　　　共同生活意識や良質なコミュニティがはぐくまれる
ハートビル法

高齢者や身体障害者等が円滑に利用できる建築物の建築の促進を図ることを目的として、 平成6年に制定された「高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律」の略称。
バリヤフリー

高齢者や、幼児、身障者が不都合を感じない様、設計された住宅の事

ex)段差のない部屋廻り、手摺りを付けたトイレやお風呂など
人口集中地区 DID(Densely Inhabited District)

「市区町村の区域内で人口密度の高い（4,000人／ｋ㎡以上）調査区が隣接しており、その人口の合計が 5,000人以上となる地域」のことを指す。
南北軸配置—ツインコリダー

片廊下型を背中合せに２棟並べ、中央部に吹抜けを設けた中高層集合住宅のタイプ。
レンタブル比

貸事務所などにおいて、収益の対称となる賃貸面積の全体面積に対する比率。

SD法

SD(Semantic Differential;SD)法とは、ある概念が意味し指示する内容を客観的計量的にとらえるため、C.E.オスグッドらが考案した測定法である。SD法は、一般の心理学研究の道具として、または、あるコンセプトに対して人々がもつイメージの測定と操作のための道具として、有用性が高い。

食寝分離

食事をする部屋と就寝する部屋を分けること。我が国のように畳式の住居の場合、これが住まい方の基本となる。

総合設計制度

総合設計制度とは容積率・斜線制限に加え高さ制限等を一定の公開空地を設ければ緩和するという制度
同潤会—代官山
床下暖房—オンドル

ICU—ナースステーション

バウハウスーW.グロピウス
D/H 

LCC

領域論

壁面後退

あふれ率法（アルファ法）

OD表

ショートステイ

TQC

フライタワー

近代建築国際会議（CIAM）

日常生活動作(ADL)

近接住区論


1920年代にC.A.ペリーによって体系化された。近隣住区は小学校一つの学区程度の規模を持ち、その境界には十分な幅員の幹線道路で囲まれる。住区内の街路はグリッドにせず、通過交通排除に努める。また、中心には公共的な施設を置く。
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